
国際約束である30by30目標（2030年までに陸と海の30％以上を保全する）の国内達成に向けて、我

が国では「自然共生サイト」認定制度が昨年度より開始しました。またTNFD（自然関連財務情報開示タ

スクホース）の最終提言も本年9月に公表される予定です。このような生物多様性に関する国際的な機運

の高まりを受け、ABINCでは、環境省と自然共生サイトに関して連携するとともに、新たな認証制度であ

る「ゴルフ場版」「企業林版」の開発を進めてまりました。

本シンポジウムは当社団（ABINC）の設立10年を機に、各方面の第一人者にお集まりいただき、ネイ

チャーポジティブの実現に向けた様々な知見や情報の提供や、これからのABINCが担うべき役割等につい

ても提言をして頂きます。プログラムには、環境省とABINCの連携協定締結の報告、新制度として「ゴル

フ場版」「企業林版」の開発の意義と状況報告があります。また開発に携わっていただいた学識経験者や

ゴルフ場関係者、行政関係者の皆様によるディスカッションにより、新制度の意義や目的等について協議

して頂きます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

ABINC設立10周年特別シンポジウム開催のお知らせ (9月19日）

ネイチャーポジティブの実現に向けて～自然共生サイトと連携したABINCの取り組み～

■お問い合わせ先
ABINC事務局 MS&ADインターリスク総研株式会社／株式会社シーエーティ
TEL：045-228-7696 E-Mail：abinc@catcorp.jp （担当：渡辺・柴田）

プログラム（変更の可能性がございます）

・開会挨拶：森本 幸裕 氏（京都大学名誉教授、ABINC会長）

・来賓挨拶：白石 隆夫 氏（環境省 自然環境局 局長）

・趣旨説明：上杉 哲郎 氏（ABINC OECM対応WGチームリーダー）

・講 演1 ：ゴルフ場における認証制度の意義

 亀山 章 氏（(公財)日本自然保護協会 理事長）

・講 演2 ：企業林における認証制度の意義

         中静 透 氏（(国研)森林研究・整備機構 理事長）

・講 演3 ：ネイチャーポジティブに向けた認証制度の役割

         足立 直樹 氏（(一社)企業と生物多様性イニシアティブ 理事・事務局長）

・環境省連携協定・ゴルフ場版・企業林版についてのご報告

上杉 哲郎 氏（ABINC OECM対応WGチームリーダー）

・箱根カントリー倶楽部の生物多様性保全の取組

岩崎 俊男 氏（(株)箱根カントリー倶楽部 代表取締役社長）

・環境省の取組紹介：堀上 勝 氏（環境省 官房審議官）

・ご登壇者によるパネルディスカッション（コーディネーター 会長：森本 幸裕）

・閉会挨拶：梶谷 修 氏（(一社)日本環境アセスメント協会 顧問、ABINC監事）

開催概要

◆日 時： 2023年9月19日（火）14：00～16：40

◆会 場： 全日通霞が関ビルディング8F 大会議室A 東京都千代田区霞が関3丁目3番地3号

http://www.neu.or.jp/html/map/

◆参加費： 無料 ※ウェビナーでのオンライン配信あり

◆参加申込はこちらから：https://pro.form-mailer.jp/fms/f04363f4293877

◆申込締切：9月14日（木）

◆シンポジウム終了後、懇親会を開催します（会場：エビスバー霞が関店、参加費：￥5,000）
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